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逍遥 ・八雲 ・敏 ・禿木 』 を研究社から刊行 している。
矢野峰人の巻頭文は,「われわれは,小 泉入雲に対 し,少 くとも二つの点に
於て負ふ所極めて大である。その第1は,海 外への日本紹介者 としてであり,
第2は,文 学の教師としてである。そして,こ の二つの面に於て,彼 の位置を
ユニークなものたらしめたのは,彼が文字通 りの世界人 ・国際人であった事で
ある」と始 まり,八雲の出所を略述 したあと,「このやうな血統や閲歴が,自
ら彼 をして,ジ ャーナリス トとしても文学の教師としても,人種的民族的差別
を超越 して,一 切を広い視野 ・高い見地から,観察 ・評価せ しめる基礎 となっ
たのではあるまいか。更にまた,彼が創作家であった事が,こ れを強化するに
与って力あった事も否定できない」 と説明する。八雲がある意味でユー トピァ
ンであ り,日本紹介者,ジ ャーナリス ト,文学の教師,創 作家 として,「広い
視野 ・高い見地」に立っていたことは,大方の者の認めるところであろう。




の前後を通 じ,日本の風土 ・民族性 ・芸術等広 きに亘 り,彼程深い愛 と理解と
を以て,こ れを海外に紹介した人があるであらうか」と強調する。八雲にも非
難されるほど偏 した面のあったことも事実であろうが,「深い愛 と理解」 を保
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持 していた点は貴重な指摘 と言 うべきであろう。矢野峰人は例証 を挙げる。
「極東の第一日」 と題する随筆については,「周到精緻な観察 と深い理解 とに
満ちてゐる」と,そ して数年後の 「停車場にて」と題する短篇 に関してはこう




神 これを,も し,厳密な意味に於ける 『ロマンティック』精神 と呼ぶなら
ば,八 雲はまさしくその代表者の一人と言ってよからう」 と。これらの評言に




らず,作 品を如何に読み,か つその味を如何に伝達すべ きか,こ の至難な方法
を,懇切丁寧に解説 した書物の他に有 る事を私は知らない」と,聴講した学生
のノー トについて述べ,ジ ョン ・アースキンの賛辞を引いている。誇張の過 ぎ
る賞賛のようで,必ずしもそうではないのではなかろうか。そ して 「ややもす
れば無味乾燥に流れ易い文学の講義に彼が成功 したのは,彼が 『文学をば膺緒




ころを,一般性を考慮 してそれを略 した。河原町通 りの古書店で,た またま私
は上記 「小泉八雲展」に関する薄い冊子を800円で購入 した。得難い文章だと
思 う。
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